











学位授与年月日平成24年 3 月 2 7 日
学位授与の根拠法規 学位規則第 4 条第 1 項
研究科，専攻の名称 東北大学大学院環境科学研究科(博士課程)環境科学専攻
学位論文題目 粉末冶金法における炭酸塩を用いたアルミニウム合金の組織制御






















1) 発泡剤単価:水素化チタンの 1110 以下



















































な発泡アルミの作製方法を提示 した。 目標としていた水素化チタンの 1110 の価格の発泡剤および最大
セル径で lmm 未満のセル組織を作製で、きる発泡アルミの作製方法を開発した。本研究成果が、発泡金
属の広範な実用化に役立つことを期待したい。
(b) Average equivalent diameter: 44μm 
Maximum equivalent dameter: 860μm 
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とにより、発泡剤の分解温度を低下させ、 933 K における重量減少率を約 2側増加させることに成功した。さらに














大セル径 900μm 以下であり、水素化チタンよりもー桁小さいセル組織が得られた。また、 ドロマイトで作製した
比重 O. 7 の発泡アルミは、水素化チタンで作製した同比重の亜発泡アルミに対して1. 4倍の種薄吸収エネルギーを
示し、 ドロマイトで作製した発泡アルミは、水素化チタンとは異なり、セノ時目織が舎跡目で均一で、あるため、曲げ試
験における安定した岡l性を示し、今回開発した新規無機系発泡剤を利用した粉末冶金法郁郎裁制御が可能であり、
新しい材料としての可能性を明確に示した。
第7章総括は以上をまとめたものである。
以上栃命文は、珪財および自動車材料としての発泡アルミの実用化の可能性を広げるため、安価で安全な発泡剤
の開発と発泡セル組織の側目均一化を達成する技師再発が行われ、粉対去における炭酸塩系発泡剤の発泡機構を明
らかにし、発泡剤の低コスト化とセル組織制御が可能となり、新しい発泡金属の製造指針を明らかにすることがで
きた。
よって，本論文同専士(環境科学)の学位論文として合格と認める。
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